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は じめ に

石灰岩が広 く分布する地域では,石灰岩が急斜面 (崖)をなし,崖の崩落後退による地形の変化

がみられるところがある.石灰岩の地形 (カルス ト地形)の形成について,これまで石灰岩が溶か

されて地形が形成 されるといわれているが,崩落による地形形成 ･発達もある.

これまで進めてきた石灰岩の崖の崩落後退による地形変化の研究では,崖の崩落の力学的な解明

にテンションクラックの形成による岩盤強度の低下を考慮する必要性が認識 された.本研究は石灰

岩が広 く分布する琉球列島の島々で,石灰岩が急斜面 (崖)をつ くる場所,石灰岩の海岸をとりあ

げて,石灰岩の崖 ･石灰岩の崖の基部にあるノッチの深さ ･崖の前面にある崩落ブロックの大きさ ･

石灰岩の崖の陸側にあるテンションクラックの測量､および撮影年度の異なる空中写真の判読によっ

て､石灰岩の崖の崩落後退による地形変化を定量的に明らかにし,地形変化をもたらす石灰岩の崖

の崩落を板状崩落のモデルを用いて力学的に解明しようとい う目的で始められた.

研究成果は学会誌論文 ･口頭で発表 し,また,研究協力者の修士論文 として結実 した.得 られた

研究成果と発表 した成果を採録する.
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